
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇理事あいさつ 

暑かった長い夏もやっと終息し、待望の爽やかな季

節が到来して参りました。季節の変わり目、お互いに体

調管理にも気を付けて参りましょう。嬉しい国際・交流の

話題からお伝え致します。東京の田中ワイズより、スロ

バキアのワイズご夫妻がプライベートですが、大阪、京

都に来られるとの連絡を頂戴致しました。9月 16日に①

中西部 3 クラブの合同例会（約 30 名参加）、19 日には

②京都部の国際・交流及びファンドの２事業懇談会（約

60 名参加）の情報を頂き、その集いにご一緒したい旨を

連絡致しました。タイミングが合い、到着日の 16 日に①

の合同例会に顔を出して頂く事になりました。当日到着

便の関西空港到着が大幅に遅れ、会場（大阪 YMCA）

の閉館時間もあり、全員の皆さまとは交流が出来ませ

んでした。一方、私が彼らを待ち受けていました滞在先

ホテルに有志の皆さま（岡村次期理事、掛谷中西部長、

牟会長、岩原会長、丹吾事業主任、清水直前事業主任）

が遅い時間にも拘らず駆け付けて頂き、情報交換を行

いました。ワイズの友情に改めまして感謝です。京都で

は、森田（美）ASP 事業主任の手配で約 60 名の皆さま

と交流して頂きました。隠塚部長や山田国際・交流事業

主査が中心になり、活発な情報交換会となりました。帰

国後のご夫妻からも、西日本区の皆さまの素晴らしい

HOSPITALITY に感動と感謝のお言葉を頂きました。さ

て、9 月からは、いつも楽しみにしております部会が始ま

りました。１）13日は、京都部会。400名強の仲間が集い、

京都部の大迫力のパワーを頂きました。多くの仲間と楽

しい交流の機会、京都市合唱団の爽やかな歌声も楽し

みました。部会に先立ち『メネットの集い』も開催され、

“ひとり親家庭”について様々なヒントを頂く、有意義な

集いになりました。２）14 日は、中西部会。ユースリーダ

ーの素晴らしい発表が特に印象に残っており、温かい

雰囲気の集いに感謝申し上げます。３）27 日は、阪和部

会。戦後 80 年の節目、部長の平和を次世代に繋げよう、

ユースに伝えようという熱い思いが感じる集いに感謝申
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◇主題 

『世界中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう!!』 
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し上げます。４）10 月 4 日は、中部部会。31 年振りの富

山での開催、心のこもった地元の食材を使った食事や

お酒を頂きました。立山連峰の眺めは、今回は残念な

がら楽しむ事が出来ませんでしたが改めて来て下さいと

のメッセージと受け取りました。５）11日は、九州部会。８

月の AC2025の熱気が冷めやらぬ熊本での開催。

こちらでもユースリーダーの新たな企画を楽しみました。

好物の馬刺しも部会の後でたっぷり頂き、大満足の熊

本でした。それぞれの部会でYYY一体となった部会を開

催して頂き、感謝申し上げます。残りの部会や様々なイ

ベントで皆様とお話出来るのを楽しみにしています。 

ご一緒に楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

BF(ビルディングフェローシップ)の意味を理解し、国際奉仕団

体のメンバーとして、この基金の充実と活用に貢献しましょう。 

古切手を集め、メンバー同士で交流を深めましょう。 

中西 賢一 国際・交流事業主任（熊本にし） 

11月強調月間  BF 

荒川恭次 広報・情報委員長（名古屋グランパス） 
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阪和部 部会 

部会を開催するに 1 年前に、来年戦後 80 年を迎

えるにあたり、子供たちに何か伝えるものはないかと

考えておりました。大阪サウスクラブの松岡先生から、

長崎に千羽鶴を届けたいとのお話があり、折り鶴を

通して、平和というものを子供たちと共に考えるとう

企画を考えるに至りました。 

 

 その中でまず 10,000羽と献納することを考え、皆

様に協力をお願いしました。協力していただいた水

都国際の生徒、YMCA 学院高等学校、日本語学校

の生徒さんと共に長崎に平和の学習を行いました。

部会では代表して水都国際中学校の皆さんが発表

することになりました。 

また、スタッフの皆様の協力で、広島ﾋﾟｰｽセミナー

に参加された代表の方も発表していただくこととなり

ました。長崎訪問時の映像編集も大阪YMCAの担当

主事のお力添えです。生徒学生さんも 50名を超え土

曜日にもかかわらず参加いただいたのは大阪YMCA、

奈良 YMCA、和歌山 YMCAの協力の賜物です。 

 

 

 

 

 

阪和部会の狙いは 

a 中学生・高校生・大学生・留学生と共に平和に

ついて学ぶ機会を持つこと 

ｂ YMCAの教職員・スタッフとの協働 

C 大阪・奈良・和歌山のリーダーが集まり、同じプ

ログラムを通じて交流し、各リーダー会の活動情報

を共有できるようにする。 

 

＊ 副次効果→折り鶴 10,000 羽作成プロジェクト

に、たくさんの方々が参加され、ワイズの名前が少し

広報できたこと 静岡、長崎、和歌山、大阪府では堺

市、豊中市など またリーダー会、高校のご父兄、中

学生、高校生等 少しずつでも継続すれば成果も上

がるものと期待される。 

この後、水都国際中学校の生徒の皆さんは長崎

の地に就学旅行にいかれ、熱心に平和記念資料館

を見学されたようです。彼ら彼女たちから、世界に平

和の大切さを伝えるようなインフルエンサーが出てく

るのを夢見しています。 

 

阪和部長 遠藤通寛 

 

部 会 報 告 



 

 

中部 部会 

 10月４日(土)に富山市とやま自遊館にて第 29回

中部部会が開催されました。 

西日本区各部から 80 名を超えるみなさまにご参

加いただきありがとうございました。 

1994 年に旧富山クラブがホストクラブとして開催さ

れて以来 31年ぶりの富山での中部部会でした。 

 第一部の講演会では東京都市大学教授の伊藤

通子氏に「仕事は“教育の改革”ピースボートで世界

一周してきました」をテーマにお話ししていただきまし

た。100 日を超える船旅で出会う自然、歴史、文化、

人間についてお話しいただきました。誰もがいろんな

状況さえ許せば行ってみたいと思うお話しでした。誰

もが知りたいけれど聞けなかった費用については伊

藤さんから約 200 万円に加えてオプション費用がか

かるとの説明がありました。 

  

来賓として輪島市町野町在住の柴田剛さんをお迎

えしました。震災により廃棄される予定だった輪島塗

の食器を販売しその売上を被災地に寄付する活動

をされています。昨年の日本 YMCA大会他 YMCA と

ワイズメンズクラブと連携して活動をされています。 

  

第二部の最後にはとやまクラブ全員でご挨拶をさ

せていただきました。31 年前庄川温泉観光ホテルで

開催された中部部会の際に中部部長であった菅原

美穂子ワイズにも思い出をお話しいただきました。 

 チャーターから 6 年が経過したとやまクラブです

が初めての部会ホストクラブということで経験不足、

準備不足のため至らないことがあったことをお許しく

ださい。 

 新鮮な魚とおいしい日本酒と美しい立山連峰で

みなさまをお迎えするつもりでしたが、雨のため立山

連峰をご覧いただけなかったことが残念です。 

 

中部部長 清水 淳（とやまクラブ） 
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九州部 部会 

 九州部部会を２０２５年１０月１１日（土） 

１５：３０~１９：３０会場をホテルメルパルク熊本にて行

いました。当時は１０４名の皆様のご参加をいただき

盛大に開催することができまして、心より感謝申しあ

げます。今回の部会では「ユース・若者に活躍しても

らう」ということに焦点を当ててプログラムを検討いた

しました。 

 
第１部では九州部各クラブのバナーセレモニーか

ら始まり、熊本ＹＭＣＡ総主事 伊藤眞太郎様、西日

本区理事 中井信一様、アジア太平洋地域会長 田

上 正様よりご祝辞をいただきました。また、「九州各

学生ＹＭＣＡ支援」「全国リーダー研修会」への支援

金を熊本ＹＭＣＡへお渡しすることができました。 

 
第２部は「報告会」です。まずは「ぷらっとほーむ」

リーダーとプログラム参加者による音楽演奏。「愛を

こめて花束を」は２週間かけて一生懸命練習したそう

です。少し緊張しているように見えましたが、心のこ

もった素敵な演奏をありがとうございました。 

自己紹介もしてくれましたが、心なしか笑顔も見え

てこんなに大勢の人の前で演奏できて自信がついた

のではないかと大変微笑ましく嬉しく感じました。また、

演奏の最後に思いがけず花束（手品で出てきました）

をいただき感動しました。続いて「アジアユースコンボ

ケーション」参加者の発表。阿蘇キャンプで世界各国

からきた若者が英語を使ってのコミュニケーションや

母国の紹介やダンスに披露など楽しいひとときを過

ごしたようです。「ピースセミナー参加報告」では地元

広島出身のリーダーの発表もあり、改めて平和実現

へ向けての決意感じることができました。「ぷらっとほ

ーむ」の活動報告は代表の下田大雅さん。ホストクラ

ブの担当主事でもあります。日本での自殺は少し減

ってきているけれども小学生や中学生の自殺は増え

ている現実をなんとか変えることはできないのかとい

う提言でした。心休まる居場所を提供することできれ

ばと活動をしています。チャリティーゴルフからぷらっ

とほーむに収益金が贈呈されました。 

 

第３部懇親会のオープニングアクトでは「新町獅子

保存会」による「牡丹の舞」が披露されました。熊本Ｙ

ＭＣＡの所在地でもある新町に熊本城が築城された

時からずっと藤崎宮に奉納されている獅子舞です。

熊本では藤崎宮秋例大祭にて舞われるものですが、

特別にお願いをしたものです。赤と黄の獅子が呼応

して舞う姿は豪快で華麗で神聖なものでした。退場

の際には各テーブルを獅子が回り、一人一人の頭を

かじることで無病息災を祈ってくれ、会場も大いに盛

り上がりました。第３部の司会はリーダー２名にお願

いをしました。流れは確認しましたが、司会原稿も自

分で作って当日は堂々と司会をしてくれました。本当

に誇りに思います。チャリティゴルフコンペの表彰式

では、それぞれの活躍を皆で祝いました。楽しそうに

表彰を受ける皆さんの笑顔が素敵で印象に残ってい

ます。多くの皆様のお支えでこのように楽しい交流の

時が持てましたことを心より感謝申し上げます。 

九州部部長 本田節子 



 

 

緩和ケア病棟で働く宗教者が増えています。仏教、神道、諸宗教の皆さんが緩和ケア病棟のスタッフとして働

いています。キリスト教ではチャプレンという働きがありますが、日本の緩和ケア病棟ではキリスト教系でない

限り牧師でさえも病棟で働くことは稀です。緩和ケア病棟では天に召される前に様々な話を傾聴しています。 

ブロニー・ウェアの『死ぬ瞬間の５つの後悔』という本があります。人が死ぬ瞬間に後悔すること。１「自分に

正直な人生を生きればよかった」２「働きすぎなければよかった」３「思い切って自分の気持ちを伝えればよかっ

た」４「友人と連絡を取り続ければよかった」５「幸せをあきらめなければよかった」だそうです。 

さらに最近出された本では３つ増え、１「本当にやりたかったことをやらなかった」２「愛し愛されることを恐れ

ていた」３「日常の小さな喜びに気がつかなかった」というのがありました。どれもそうですね。 

ワイズメンとして何を大切にしているでしょうか。活動をする、楽しいことを考える。メンバーを増やす。YMCA

を支える。どれも大切です。しかしそれができる仲間、クラブ、環境があることに小さな喜びを見いだしたいと思

います。共に喜び共に感謝して。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖句・聖書小窓  2025年 11月号 聖書の小窓 

 

「ちいさな喜びに感謝する」」  フィリピの信徒への手紙 4章 4節 

 

主にあっていつも喜びなさい 
 

西日本区チャプレン 立野 泰博 

ワイズ戦略委員会、国際の潮流 その 2 

国際協会が掲げる戦略 2032に関して、国際から示されたスローガンは「親睦と

地域社会への影響力における卓越性」、モットーは「強い義務感を持とう、義務は

全ての権利に伴う」、価値観は「イエスキリストの教えに基づく愛、思いやり、犠牲、

無私」となっています。より具体的には For Others という価値観に基づく、会員とそ

の家族の包摂的な（すべてを含めた）親睦活動が行われていること。仲間に加わり

たい方を排除することなく、多様性を受け入れ地域社会に根差した活気ある奉仕ク

ラブの連合体すなわちワイズメンズクラブが各部、各区にあることを目標にしてい

ます。 

2025年 5月現在で世界 82 カ国と地域、同年 2月 1日現在でクラブ数 1480 ク

ラブ、会員数は 22,250 名（会費納入会員）にとどまっていますが、これを 100 カ

国、2500都市/地域社会において強力な存在感を示すクラブとして活動すること、

ワイズメンズクラブが、適切な存在であり続け、若い会員を惹きつけることによっ

て、継続的に成長していることや、教育、環境、教育の分野で、目に見えるポジティ

ブなインパクトを与えている YMCA とそのミッションの世界的なパートナーとして活

動することが求められています。 

すべての人々にとって、公平で持続可能な世界のために行動していくという

SDGsの精神がそこにあります。私たち西日本区やアジア太平洋地域のワイズメン

ズクラブも、その SDGs精神にベクトルを合わせ、掲げた目標に向かって、努力を

続けて参りましょう! 

 

 

 

 

アジア太平洋地域会長 

ワイズ戦略委員会委員長 

田上 正（熊本むさしクラブ） 



 

 

  

 

 

   

 

 

第 56回全国 YMCA リーダー研修会 

10 月 11 日（土）～13 日（月・祝）、第 56 回全国

YMCA リーダー研修会が行われ、全国 20 の YMCA

から、総勢 90名が参加しました。 

通称、「全

リー研」と呼

ばれる本会

は 、 全 国

YMCA のユ

ースボラン

ティアリーダ

ー、主にウエルネス事業のプログラムに関わる大学

生世代のボランティアリーダーが多く参加しており、

プログラムに必要な知識の獲得、スキルアップ、

YMCA 理解、そして何より所属 YMCA の枠組みを超

えた交流を通してつながること、参加することでよくな

っていくことを目的に行っています。特に 3 年以上の

経験がある方を対象としていますが、今後のリーダ

ーシップを期待されている 1～2 年目のリーダーの参

加も少なくありません。前身となった「全国少年事業

リーダー協議会」は 1957 年から行われており、間も

なく 70年を迎えようとしています。 

毎年主管となる YMCA を交代で引き受け、それぞ

れの地で開催されております。今年は大阪 YMCA が

主管を務められ、大阪 YMCA が運営する徳島県阿

南市にある海を臨むキャンプ場、「YMCA 阿南国際

海洋センター」を会場として実施されました。主管

YMCA に所属するボランティアリーダーを中心とした

実行委員が企画運営を行う方式がとられており、今

年は 8 か月以上の期間を、準備に費やしてこられま

した。 

今年のテーマは「Set Sail～心に帆を揚げて」。

「Set sail」とは「帆を張って出航する」ことを意味して

おり、研修会参加者にとって、この研修会が輝く未来

に向けてスタートする第一歩となるように、と願いが

込められました。 

期間中には「well-being（ウェルビーイング）」をキ

ーワードに、「わたしたちの well-being」と「こどもたち

の well-being」、それぞれをどう高めていくか、高めて

いくために必要な能力、「コンピテンシー」は何か、そ

れをどのように獲得していけばよいのか…。講師の

講演を聞きながら、仲間と共に語り合い、互いに学び

あいながら、交流しました。海に臨む阿南国際海洋

センターならではの、海洋プログラムも体験。センタ

ーから 800mほどの場所に浮かぶ無人島、“野々島”

を目指してカヌーやビッグカヌーを漕ぎました。10 月

とは思えないほどの穏やかな陽気に恵まれ、心地よ

く楽しむことができました。 

ワイズメンズクラブのみなさまにおかれましては、

毎年それぞれのクラブがご支援いただいている

YMCA やブランチから参加するユースボランティアリ

ーダーの支援等もいただいていることと思います。こ

れに加え、毎年 Y サ・ASF 資金から運営費のご支援

もいただいており、心より感謝申し上げます。私も十

数年前、学生ボランティアの時代に参加いたしました

が、ワイズのみなさまにご支援いただき、大変力づけ

られました。 

2026 年

度 もスポ

ーツの日

がある 3

連 休 、

10/10（土）

-10/12

（月・祝）に

行います。会場は神奈川県三浦市にある三浦YMCA 

グローバル・エコ・ヴィレッジ、主管は横浜 YMCA が

担われます。YMCA とワイズメンズクラブが共に力強

く進めてきました、ユースエンパワメントの実践がまさ

に行われている場です。これまで現地にご視察に来

られましたワイズメンもおられましたので、ご都合が

つきましたら是非、ご視察をご検討下さい。 

YMCAニュース 
 

西日本区担当主事 大澤篤人 



 

 

2025～2026年度 各部部会開催日程 

 

部 開催日 曜日 開催地・会場 ホストクラブ 

中 部 2025 年 10月 04日 土 とやま自遊館 とやま 

びわこ部 2026 年 02月 15日 日 エクシブ琵琶湖 彦根シャトー 

京都部 2025 年 09月 13日 土 ホテルオークラ京都 京都パレス 

阪和部 2025 年 09月 27日 土 大阪 YMCA（土佐堀） 大阪泉北 

中西部 2025 年 09月 14日 日 ホテルアベストグランデ高槻 大阪茨木 

六甲部 2025 年 11月 15日 土 神戸クラウンパレスホテル 神戸西 

瀬戸山陰部 2025 年 11月 08日 土 
由志園 

＜松江市八束町（大根島）＞ 
米子 

西中国部 2025 年 10月 25日 土 広島 YMCA 福山 

九州部 2025 年 10月 11日 土 メルパルク熊本 熊本 Nスピリット 

                                                  

2025～2026年度 第 29回 西日本区大会及び関連行事予定 

 

行事名 開催日 曜日 会 場 

前夜祭 2026年 6月 12日 金 KOTOWA奈良公園 

区大会  2026年 6月 13日 土 なら 100年会館 

区大会（懇親会） 2026年 6月 13日 土 ホテル日航奈良 

第 4回区役員会 

2026年 6月 13日 土 ホテル日航奈良 

第 2回区準備役員会 

区年次代議員会 

元理事懇談会 

担当主事の会 

メネットアワー 
 
 

 



第24回 瀬戸山陰部 部会
日程 ： 2025年11月8日（土）
第１部 部会
登録開始 15：00～
開催時間 15：30～17：00
場 所 由志園 （紅葉のライトアップがご覧いただけます。）

（大根島 松江市八束町波入1260-2 TEL 0852-76-2255）

記念座談会 「ひとり親家庭が直面する課題を考える」（メネットアワー）
井田 智子 （鳥取県母子寡婦福祉連合会）

水田 美世 （皆生の居場所「ちいさいおうち」管理人）

福永 君二 （瀬戸山陰部部長、元良善幼稚園園長）
第２部 懇親会・交流会
開催時間 18：00～20：30

登録料 第１部のみ 1,000円 （由志園入園料含む）

第１・２部 10,000円 （由志園入園料・飲食事代・米子 大根島移動費含む）

お車でお越しの方で、懇親会で飲酒を予定の方は、ホテルルートイン米子にお車をお停めください。

由志園へは送迎バスでご案内します。飲酒をされない方は、車で由志園へお越しください。

由志園には無料駐車場がございます。

14：30 送迎バス ホテルルートイン米子を出発

後泊される方は、ホテルまで送迎バスでお送りします。

21：00 送迎バス 由志園を出発 （ホテルルートイン米子、米子駅、米子聖ニコラス教会行き）

後泊のご案内
ホテルルートイン米子（禁煙30名仮予約済，シングル20室・ツイン5室）

米子市糀町2丁目200 TEL 050-5576-7803  0859-36-0551

宿泊料： シングル 9,700 円，ツイン 17,900 円
無料バイキング朝食、天然温泉大浴場、無料Wifi、無料平面駐車場、

エクスカーション
日程：2025年11月9日（日）
9:00 ホテルルートイン米子出発

JRでお越しの方は、米子メンバーのお車に
分乗していただきます。

10:00 松江城堀川遊覧
松江城の内堀を小舟で50分かけて1周します。
船から眺める松江城・武家屋敷・街並みは魅力です。
途中、低く狭い橋をくぐる船旅は、スリル満点！

11:00 小泉八雲記念館
今年のNHK朝ドラ後半の主人公は、小泉八雲
の妻小泉セツ。文化人類学者ラフカディオ・ハーン
と小泉セツの歩みを知ることができます。

12：00 松江堀川・地ビール館で昼食
割り子そばとしじみ飯を堪能

13：00 徒歩で松江城へ出発
13：20 国宝松江城

国宝で現存天守の松江城を堪能。ガイド付き

15：00 駐車場まで徒歩で帰り現地解散
JRでお帰りの方は、JR松江駅までご案内します。

皆さんのお越しを

お待ちしています。

瀬戸山陰部

部長 福永 君二

米子クラブ

会長 野口 純一







新春の和歌山で

和らって、和らって、和きあいあい。

< 第 2 報 >  

実行委員長　向井 千恵子

阪和部部長　遠藤 通寛

オ ー プ ニ ン グ

和太鼓集団和響

第 二 部

お楽しみ

■ホスト : 和歌山紀の川クラブ / 登録費: 12,000円

■会場  : ホテルグランヴィア和歌山

■開催日: 2026年1月18日(日)

■開場  : 11:00 / 開会: 11:30〜15:00 

阪和部新年合同例会



KYOTO PALACE 

A=N:NI事ERSA.R￥

京都パレスワイズメンズクラブ

55周年記念例会
ホテルオークラ京都
16:00-

c匂必





6月12日

ワイズメンズクラブ国際協会

第29回 西日本区大会

2026年6月13日 なら100年会館
ホテル日航奈良
前夜祭
KOTOWA奈良公園 Premium View

金

土

ホストクラブ:奈良クラブ
サブホスト:和歌山クラブ、大阪サウスクラブ、大阪河内クラブ、

大阪長野クラブ、大阪泉北クラブ、和歌山紀の川クラブ
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